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～講評～ 

[１](1) 数列 

３項間漸化式の問題。α、βを解にもつ２次方程式を利用して高次のべき乗の和を計算するのだが、ここは差が

ついただろう。それでも何とか（１－１）（１－２）はできておきたい。（１－３）は一応（１－１）（１－２）とは

独立に解けるので、（１－３）に目を通すくらいはしてほしい。 

[１](2) ２数の積の総和 

比較的有名問題なので、経験がある受験生も多かっただろう。（２－３）も（２－２）を元にして解けばよいだろ

う。きれいな答えになるので安心できたと思う。これは押さえたい。 

[２] 立体図形 

図形が苦手な人には辛かったかもしれない。愚直に計算するだけだが、やや計算が重い。普段からこれくらいの

計算量に慣れておきたい。 

[３] 三角形の周上を通過する円の通過領域 

有名な題材だが、経験があるかで大きく差がついただろう。 

[４] 確率 

やや込み入った設定に見えるが、設定を理解できればそれほど難しくはない。 

 

難度・ボリュームとも例年通りだろうか。[1][4]はある程度手堅く押さえておきたい。[2][3]でどれくらい経ち振

る舞えたかが勝負の分かれ目だったかもしれない。６割取れれば十分だろう。 

 


